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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期
第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自平成23年６月１日
至平成24年２月29日

自平成24年６月１日
至平成25年２月28日

自平成23年６月１日
至平成24年５月31日

売上高（千円） 71,874,681 85,253,472 97,603,038

経常利益（千円） 3,311,584 3,370,614 4,624,689

四半期（当期）純利益（千円） 1,618,883 1,850,248 2,392,347

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
1,625,611 1,860,091 2,401,976

純資産額（千円） 16,333,554 18,718,437 17,110,524

総資産額（千円） 27,028,130 32,921,576 29,628,703

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
115.55 132.06 170.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 60.3 56.8 57.7

　

回次
第26期
第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年12月１日
至平成24年２月29日

自平成24年12月１日
至平成25年２月28日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
35.86 62.13

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。　

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。　

　　　　４．当社は、平成24年６月７日に株式取得により株式会社西源を連結子会社といたしました。　

　

２【事業の内容】

  当社グループは、当社及び連結子会社10社で構成されており、食品を中心としたスーパーマーケット事業を主力事

業しております。　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。なお、第１四半期連結会計期間において、株式の取得により株式会社西源を子会社化したため、第

１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

　　した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

(1) 業績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、その期間の前半においては、震災の復興需要による景気押し上

げが期待されたものの、米国・中国の景気減速懸念や長期化する円高、デフレ等の影響から景気の先行きに不透明

な状況で推移しました。

　しかしながら、12月の政権交代を機に為替相場が、前年に比べて大きく円安に進行し、又、それに併せて株高となる

状況になっております。再燃した欧州債務問題や、米国財務問題等による海外景気の下振れリスクはあるもの賃金

の上昇の兆しも見られ、景気回復の足がかりとして、新政権への期待が高まっている状態であります。

　小売業界におきましては、長引く景気低迷から消費者の節約志向が恒常化し、加えて業種・業態を超えた価格競

争の激化により厳しい経営環境が続いております。

　このような経営環境の中、当社グループでは長野県内８店舗で食品、生活百貨の小売事業を展開する株式会社西源

の全株式を取得し完全子会社といたしました。同社の価格・商品戦略やローコストオペレーションは当社グループ

が目指す路線と合致しており、商品力や価格競争力をさらに強化し収益力を向上させることが可能と考えておりま

す。

　また、当社グループでは新規出店として７月にラ・ムー北須磨店（神戸市須磨区）、９月にラ・ムー堺美原店（堺

市美原区）及びディオ河内長野店（大阪府河内長野市）、12月にディオ上牧店（奈良県北葛城郡上牧町）をオープ

ンいたしました。

  当第３四半期連結会計期間より当社グループは、『Ｖ字改革イノベーション』をスローガンに全社的に取り組ん

でまいりました。この取組みの主要な柱は、「聖域なきコスト削減」であります。

仕入コストや店舗管理コストに限らず、本社管理部門、物流部門まで含めた徹底したコスト削減を実施してまいり

ました。この『Ｖ字改革イノベーション』により、新規出店に伴う減価償却負担の増加や第１四半期連結会計期間

にM&Aによる新規連結子会社ののれんの償却など費用増加要因があったものの、当第３四半期連結会計期間におけ

る営業費用の削減により、これらの費用を吸収することができました。

 これにより、当第３四半期連結会計期間における営業利益は前年同期比17.2％増の14億６百万円と第２四半期連

結累計期間までと比較して、大幅に改善いたしました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は852億５千３百万円（前年同期比18.6％増）、経常利益は33

億７千万円（前年同期比1.8％増）、四半期純利益は18億５千万円（前年同期比14.3％増）となりました。

　なお、当社グループのセグメントの業績につきましては、小売事業以外に、卸売事業等を営んでおりますが、重要性

が乏しいため記載を省略しております。

　

　財政状態の状況につきましては、次のとおりであります。

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は108億６千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億

４千４百万円減少いたしました。

その主たる変動要因は、商品及び製品の増加（26億２千８百万円から31億２千７百万円へ４億９千８百万円増

加）などがあった一方、現金及び預金の減少（69億４千５百万円から60億４千４百万円へ９億円減少）などが

あったことによるものであります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、220億５千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ38

億３千７百万円増加いたしました。その変動要因は、有形固定資産の増加（131億８千２百万円から160億６千６百

万円へ28億８千４百万円増加）、無形固定資産の増加（１億９千９百万円から６億３千３百万円へ４億３千３百

万円増加）及び投資その他の資産の増加（48億３千４百万円から53億５千４百万円へ５億１千９百万円増加）に

よるものであります。
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（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、101億円となり、前連結会計年度末に比べ２億３千６百

万円増加いたしました。その主たる変動要因は、支払手形及び買掛金の減少（65億２千５百万円から59億６千４百

万円へ５億６千１百万円減少）と未払法人税等の減少（10億５百万円から５億２千６百万円へ４億７千９百万円

減少）などがあった一方、短期借入金の増加（２億円から12億６千２百万円へ10億６千２百万円の増加）及びそ

の他の増加（19億２千５百万円から22億１千９百万円へ２億９千３百万円増加）などによるものであります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、41億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億４千

８百万円増加いたしました。その主たる変動要因は、長期借入金の増加（13億３千１百万円増加）などによるもの

であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、187億１千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億

７百万円増加いたしました。その主たる変動要因は、利益剰余金の増加（141億３千５百万円から157億３千３百万

円へ15億９千８百万円増加）によるものであります。　

　

(2) 事業上及び財務上対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動 

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 従業員数

株式会社西源を子会社化したことにより、小売事業セグメントの従業員が96名、臨時従業員（当第３四半期連結

累計期間の平均雇用人員、１日８時間換算）が192名増加しております。

　

(5) 主要な設備

　株式会社西源を子会社化したことにより、当第３四半期連結累計期間において、小売事業セグメントの有形固定

資産は、13億円増加しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,600,000

計 43,600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,399,000 14,399,000
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株式

数は100株でありま

す。

計 14,399,000 14,399,000 － －

 （注）１．提出日現在の発行数には、平成25年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

２．平成24年６月26日をもって、当社株式は東京証券取引所市場第二部より同市場第一部銘柄に指定されており

ます。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年12月１日～

　

 平成25年２月28日

－ 14,399,000 － 1,548,089 － 1,709,769
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成25年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    389,000　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,008,700 140,087 －

単元未満株式 普通株式      1,300 － －

発行済株式総数 14,399,000 － －

総株主の議決権 － 140,087 －

 

②【自己株式等】

 平成25年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

大黒天物産株式会社

岡山県倉敷市堀南

704番地の５
389,000 － 389,000 2.70

計 － 389,000 － 389,000 2.70

（注）当第３四半期会計期間末現在の大黒天物産株式会社の所有自己株式数の合計は、389,050株であります。　

　

　

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

退任役員　

役　名 　職　名 　氏　　名 退任年月日

　取締役副社長 　管理部門担当 　佐々木　桂一 　平成25年１月10日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成

25年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,945,053 6,044,877

受取手形及び売掛金 27,348 33,119

商品及び製品 2,628,767 3,127,259

原材料及び貯蔵品 53,312 60,380

その他 1,759,266 1,608,205

貸倒引当金 △1,911 △6,957

流動資産合計 11,411,837 10,866,885

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,933,820 9,645,641

土地 2,027,802 4,100,573

その他（純額） 2,220,785 2,320,693

有形固定資産合計 13,182,408 16,066,907

無形固定資産

のれん － 347,019

その他 199,644 286,022

無形固定資産合計 199,644 633,041

投資その他の資産

建設協力金 1,365,804 1,304,882

差入保証金 1,765,402 2,282,082

その他 1,703,613 1,779,085

貸倒引当金 △7 △11,308

投資その他の資産合計 4,834,812 5,354,742

固定資産合計 18,216,865 22,054,691

資産合計 29,628,703 32,921,576
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,525,803 5,964,153

短期借入金 200,000 1,262,368

未払法人税等 1,005,733 526,138

賞与引当金 206,636 128,806

その他 1,925,916 2,219,316

流動負債合計 9,864,089 10,100,783

固定負債

長期借入金 － 1,331,846

資産除去債務 950,719 1,032,267

退職給付引当金 － 13,731

その他 1,703,369 1,724,511

固定負債合計 2,654,088 4,102,356

負債合計 12,518,178 14,203,139

純資産の部

株主資本

資本金 1,548,089 1,548,089

資本剰余金 1,709,769 1,709,769

利益剰余金 14,135,615 15,733,684

自己株式 △311,857 △311,857

株主資本合計 17,081,616 18,679,685

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △133 4,312

その他の包括利益累計額合計 △133 4,312

少数株主持分 29,042 34,439

純資産合計 17,110,524 18,718,437

負債純資産合計 29,628,703 32,921,576
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 71,874,681 85,253,472

売上原価 55,513,636 65,805,454

売上総利益 16,361,045 19,448,018

販売費及び一般管理費 13,066,592 16,080,382

営業利益 3,294,453 3,367,636

営業外収益

受取利息 17,717 20,278

受取配当金 410 422

受取賃貸料 2,708 12,019

その他 40,550 25,603

営業外収益合計 61,386 58,323

営業外費用

支払利息 37,562 42,218

貸倒引当金繰入額 1 11,300

その他 6,692 1,827

営業外費用合計 44,255 55,345

経常利益 3,311,584 3,370,614

特別利益

負ののれん発生益 － 75,049

特別利益合計 － 75,049

特別損失

減損損失 － 15,557

特別損失合計 － 15,557

税金等調整前四半期純利益 3,311,584 3,430,105

法人税、住民税及び事業税 1,403,847 1,594,821

法人税等調整額 282,768 △20,360

法人税等合計 1,686,615 1,574,460

少数株主損益調整前四半期純利益 1,624,968 1,855,645

少数株主利益 6,085 5,397

四半期純利益 1,618,883 1,850,248
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,624,968 1,855,645

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 642 4,445

その他の包括利益合計 642 4,445

四半期包括利益 1,625,611 1,860,091

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,619,525 1,854,694

少数株主に係る四半期包括利益 6,085 5,397
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、株式の取得により株式会社西源を連結の範囲に含めております。

 

 

 

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した有

形固定資産（建物を除く。）について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この減価償却方法の変更による影響は軽微であります。

 

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成25年２月28日）

減価償却費 1,213,013千円 1,427,074千円

のれんの償却額 －千円 61,238千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成24年２月29日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年８月25日

定時株主総会
普通株式 224,160 16 平成23年５月31日 平成23年８月26日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年６月１日　至　平成25年２月28日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年８月21日

定時株主総会
普通株式 252,179 18 平成24年５月31日 平成24年８月22日利益剰余金

　

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成24年６月１日　至平成25年２月28日）

　当社グループにおける報告セグメントは小売事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成25年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 115円55銭 132円06銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,618,883 1,850,248

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,618,883 1,850,248

普通株式の期中平均株式数（株） 14,010,021 14,009,950

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年４月９日

大黒天物産株式会社

取締役会　御中 

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 越智　慶太　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大黒天物産株式会

社の平成24年６月１日から平成25年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平

成25年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大黒天物産株式会社及び連結子会社の平成25年２月28日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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